開経偈　唱和

　アメリカの大統領選挙が近くなりましたが、いまだにどうもどっちが勝つというふうな、はっきりした見通しがないような印象を受けております。

　ただ、きょう聞いた話ですが、この道場にイスラエルから男子の人と女子の人と二人来ておりますが、その人たちからの情報ですと、イスラエル系の人々、アメリカにいる人も含めてですが、ブッシュを応援しているというふうな話を聞きましたので、あるいはブッシュのほうが結果的には残るのかな、というふうな印象を受けております。

　いずれにしても非常に接戦で、どちらに決まるかいまだにはっきりしないというのがどうも実情ではないかというふうに見ております。

　それではまたこの『正法眼蔵』のほうに入ってまいりますと、きょうは六三ページの「観音」という巻から進めていきたいと思います。

　道元禅師がなぜこの「観音」という巻をお書きになったかといいますと、道元禅師は非常に合理的な方だった。で、中国の坐禅をやる系統の僧侶も非常に合理的な考え方をするということで、その点では、本当の釈尊の教えの中には理論に反することは信じないという非常に強い立場がある。普通宗教というものは、なんか神秘的な、理屈に合わないことも信じるんだというふうな考え方がありますが、仏教にはそれがありません。

　私が仏教を非常にありがたい教えと感じて一所懸命勉強してきた一つの理由は、理屈に合わないことはいわない、理屈に合わないことを主張しないと、それが釈尊の教えのかなり大きな中心でありまして、そういう点で、道元禅師も仏教の思想の中で非常に神秘的な教えというものについては、どう合理的に理解していくかというふうな立場のお考えを持っていたということがいえると思います。

　ですから、『妙法蓮華経』の中に「観世音菩薩普門品」という巻がありまして、そこで人間が地上で非常に苦しんでいる、観世音菩薩がそこに来て助けてくださるという記述があるわけでありますが、それが何を意味するかということについて恐らく悩んでおられたんだと思う。

　ところが、中国の僧侶の間でもやはりそういう合理的な立場で人生問題の一切を考えるという考え方があって、その中の二人の僧侶が、やはり観世音菩薩をどう理解するかというふうなことで議論をして、結局そのときの説明としては、人間が寝ていると、たまたま枕が外れてしまった。人間は寝ていて、目覚めるわけではない。ただ、本能的に手を背中に回して見失った枕を見つける。そういうごく自然の力というものが観世音菩薩の力だと、そういう理解の仕方をしているということがあって、そのことが中国のいわゆる公案と呼ばれる物語の中に出て来るわけであります。

　道元禅師はその公案を取り上げて、観世音菩薩という方についても、けっして人間的な姿をして人間が困ったときに助けてくださるという方よりも、もっと宇宙の中に行き渡っている自然の働き、困ったことがあると、それを自然のほうに元へ戻す力というものが宇宙の力であり、観世音菩薩に象徴されていると、そういうふうな理解の仕方をされて、この「観音」の巻をお書きになったということが実情であろうというふうに見ているわけであります。

　そこで六三ページのところを読んでいきますと、

　「雲巖無住大師、問道吾山修一大師、大悲菩薩、用許多手眼作　」、「雲巖無住大師」というのは雲巖曇晟禅師でありますが、雲巖曇晟禅師が道吾山の修一大師に対して質問をした。「大悲菩薩」というのは観世音菩薩でありますが、観世音菩薩は、「許多ノ手眼」、「許多」というのは非常にたくさんという意味でありまして、非常にたくさんの手や眼を持っている。千本の手を持ち、千の眼を持っているといわれている。そういうたくさんの手やたくさんの眼を使っていったい何をしようとされているんでしょうかと、そういう意味で「許多ノ手眼ヲ用テ作　セン」。

　「道吾云、如人夜間背　手摸枕子」、人間が夜寝ていて枕が外れた場合に、眼が覚めなくても、本能的に手を背中に回して枕を見つける。そういう人間が持っている、あるいは宇宙が持っている神秘的な働きというものが観世音菩薩の働きだと。だからそれはけっして理屈に合わないものではなしに、宇宙の実情だと、そういう解説をされた。

　そこで、「雲巖曰、我会也、我会也」、そうすると雲巖禅師は、その人間が寝ているときに枕が外れた、手を背中に回して見つけるというふうな働きが観世音菩薩の働きだという話を聞いて、「我会セリ、我会セリ」、「それはわかった、わかった」と。

　だからこの物語から感じられることは、雲巖曇晟禅師も観世音菩薩というものを仏教の立場からどう理解したらいいかということで長いこと悩んでおられたと思う。だから道吾山修一大師から人間が寝ているときに枕が外れた、手を背に回して枕を見つけるような働きが観世音菩薩の働きだという説明を聞いて、「ああ、わかった、わかった」という意味で「我会セリ、我会セリ」という言葉を述べた。

　そうすると、「道吾云、汝作　生会」、「おまえはわかった、わかったといっているけれども、いったいどうわかったんだ」と、こういう質問をした。

　「雲巖曰、徧身是手眼」、「いや、自分の理解としては、われわれの体の働きを取ってみても、手も眼も、そういう手の働き、眼の働きが体中に行き渡っている」と、そういう意味で「徧身是手眼」という返事をしたわけであります。

　そうすると、「道吾云」、道吾禅師がいうには、「道　也太煞道、祇道得八九成」、「いや、その言葉はたいへんいい言葉だ。ただ、八〇％、九〇％程度の出来だ」と。それが「祇ダ八九成道イ得タリ」。「八九成」というのは、八〇％、九〇％という意味であります。「なかなかいい返事だ」というふうに述べた。「なかなかいい考え方だ」というふうに述べた。

　「雲巖曰、某甲祇如此、師兄作　生」、「自分はまあこの程度の解釈しかできません。あなたならどうお考えになりますか」と、こういう言葉を述べたところが、「道吾云、通身是手眼」、「体全体が手であり、眼である」と、こういう返事をされた。

　こういう物語が中国に伝わっておりまして、道元禅師がこの物語を取り上げて、観世音菩薩をどういうふうに理解したらいいかという解説をしておられるわけであります。

　それが六五ページのところで、

　「道得観音は、前後の聞声ままにおほしといへども、雲巖・道吾にしかず」、「道得」というのは、「道イ得タリ」ということで、物事を表現するという意味であります。「道得観音」というのは、観世音菩薩の説明としてはと、こういう意味でありまして、「前後の聞声ままにおほしといへども」、昔から今日に至るまでさまざまの声が聞こえてくるけれども、「雲巖・道吾にしかず」、雲巖禅師、道吾禅師が述べているような問答が観世音菩薩の説明としては一番優れている。

　「観音を参学せんとおもはば、雲巖・道吾のいまの道也を参究すべし」、観世音菩薩がどういう方かということを勉強したいと思ったならば、雲巖禅師、道吾禅師がいまここで述べたような説明というものを体験を通じて勉強してみるべきだ。

　「いま道取する大悲菩薩といふは、観世音菩薩なり」、そこで、この物語の中で大悲菩薩と呼ばれているけれども、それは世間一般で観世音菩薩と呼ばれている方である。つまり『妙法蓮華経』の中の「観世音菩薩普門品」の中に出て来る菩薩である。

　「観自在菩薩ともいふ、諸仏の父母とも参学す」、この観世音菩薩は、別の漢訳の名前としては、「観自在菩薩」というふうな訳語も使われている。「諸仏の父母とも参学す」、その観世音菩薩は真実を得たたくさんの方々の父であり、母というふうな理解の仕方もされている。

　「諸仏よりも未道得なりと学することなかれ、過去正法明如来なり」、普通仏教では「菩薩」という言葉は仏になる以前の仏道修行をしている人を菩薩と呼ぶわけであります。だから観世音菩薩と呼ばれているから、仏になるために一所懸命努力している人というふうな理解の仕方が出て来るわけでありますが、そのことを道元禅師が取り上げて、「諸仏よりも未道得なりと学することなかれ」、真実を得た方々、仏と呼ばれる方々よりもまだ意見が未熟だというふうに勉強してはならない。観世音菩薩は、「過去正法明如来なり」、過去において仏道の真実をはっきりとつかんだ真実を得た仏そのものである。

　「しかあるに、雲巖道の、大悲菩薩用許多手眼作　の道を挙拈して、参究すべきなり」、そういう立場から、「雲巖道の」、雲巖禅師がいわれたように、「大悲菩薩許多ノ手眼ヲ用テ作　の道を挙拈して」、「観世音菩薩がたくさんの手や眼を持っているといわれているけれども、そのたくさんの手や眼を使っていったい何をしようとされているんですか」という言葉を取り上げて、「参究すべきなり」、体験的に理解してみるべきである。

　道元禅師が「参究」という字をよくお使いになりますが、これは、現実の立場に立って、あるいは行ないの世界の中で勉強せよと、こういう意味であります。

　われわれの勉強には、頭を使っての勉強と、体験的に勉強するという、勉強の仕方が二通りあるわけであります。こういう思想は欧米の思想の中にはない。欧米では脳細胞の働きを絶対視しますから、頭で考えて何でもわかる、それが勉強だと、こういう考え方が中心でありますから、日常生活の体験を通じて何かを勉強するという考え方は欧米の思想の中にはない。

　そういう思想を非常にはっきりと取り上げてわれわれに教えてくださった教えが釈尊の教え。だからそういう体験や行ないを基準にした思想体系というものは釈尊の教え以外にはない。東洋でも西洋でもない。これは大事なことでありまして、釈尊の教えがなぜ二十一世紀に世界の原理になろうとしつつあるかということを考えてみますと、そういうとてつもなく大きな哲学としての特徴が釈尊の教えの中にはあるということがあるわけでありまして、そのことと「参究」という言葉とは関係しているわけであります。

　「観音を保任せしむる家門あり、観音を未夢見なる家門あり」、観世音菩薩もどこの宗派でも大事にされているわけではない。そこで、「観音を保任せしむる家門あり」、たとえば道元禅師の宗派のように観世音菩薩を大切にする宗派もある。「観音を未夢見なる家門あり」、観世音菩薩などはぜんぜん問題にしていない宗派もある。

　「雲巖に観音あり、道吾と同参せり」、ところが、雲巖禅師は観世音菩薩が何かということを非常に気にして勉強された。その点では、道吾禅師も観世音菩薩が何かということを気にして、同じように勉強された。

　だから中国の仏教僧の間では、仏教の一つ一つの理論が何を意味するかということを真剣に見つけるという姿勢があって、そこで中国の仏教が発展したということがあります。

　ですから釈尊の教えというものは、坐禅の修行を中心にした教えではありますが、坐禅の修行を中心にして、仏教の立場でこの世の中をどう考えるかというふうな理論的な追求というものが非常に中心をなしているということがいえるわけでありまして、雲巖禅師も道吾禅師も『妙法蓮華経』の中に「観世音菩薩普門品」という巻があるけれども、その本当の意味はどういうところなのだろうということを非常に気にして勉強しておられたということになるわけであります。

　「ただ一両の観音のみにあらず、百千の観音おなじく雲巖に同参す」、その点では、単に一人、二人というふうな具体的な個別の観世音菩薩を問題にしたわけではなしに、たくさんの観世音菩薩に共通の性格はどういうものかということを雲巖禅師は勉強された。ここでは逆に、「百千の観音おなじく雲巖に同参す」という表現が使われておりますが、雲巖禅師と同じ体験を百人、千人の観世音菩薩が同じように経験されたということは、雲巖禅師が観世音菩薩の立場に立って、いったい観世音菩薩はどういう方であろうかという勉強をしたということになるわけであります。

　「観音を真箇に観音ならしむるは、ただ雲巖会のみなり」、そこで、観世音菩薩の本当の意味がわかっている考え方というものは、「ただ雲巖会のみなり」、雲巖禅師の教団であればこそそのことがわかっていた。
　このことはどういうことを意味するかというと、仏教の宗派にもいろいろな宗派がありまして、哲学的に次元の低い宗派もある。釈尊の教えの貴重な内容というものは、理論的に最後まで詰まっている。宇宙の真実の最後まで詰まっている。これは私は『中論』を読んで初めて気がついた。『中論』の教えと『正法眼蔵』の教えと読み比べた場合に、これは人生の最高の哲学だ、これ以上の哲学はあり得ないという確信をどうしても持たざるを得ない。

　それはなぜかというと、釈尊のお説きになった哲学の水準が最高の水準であって、人類の哲学の境地ではこれ以上の哲学は将来といえども恐らく期待できないだろうというような高い水準の思想を持っている。あまりにも高過ぎるから普通では理解できていない。だからできていない立場でこうだろう、ああだろうといういろんな説明が行なわれているから、低い水準の説明が無数に広がっている。

　そのことは、二十一世紀になるとだんだん許されなくなってくる。二十一世紀になると、世界の思想というものの水準が非常に高くなってきているから、理屈に合わないことをそのまま鵜呑みにしてただ信ずるというふうな態度はとれない。

　そこで、そういう問題についても真剣に取り組んで、何が本当かということがわかったときに、人類の本当の平和の時代が来る。そういう時代が来るまでは、地球の上に平和は来ない。だから地球の上の人間が何をしなければならないかというならば、この世の中にあるたった一つの真実を勉強するということ、命がけで勉強するということ。それが仏道修行、あるいは仏道を勉強するということの意味になるわけであります。

　そこで、「観音を真箇に観音ならしむるは、ただ雲巖会のみなり」、雲巖禅師の指導している仏教教団では観音菩薩について本当の意味がわかっていた。

　「所以はいかん」、なぜそういうことをいうか。「雲巖道の観音と余仏道の観音と、道得道不得なり」、なぜ雲巖禅師の教団における観世音菩薩の考え方が正しいかというならば、「雲巖道の観音と」、雲巖禅師が説いている観世音菩薩と、「余仏道の観音と」、ほかの仏道で説かれている観世音菩薩と、「道得道不得なり」、一方は本当のことが述べられているけれども、他方では本当のことは述べられていない、本当のことを述べることができていない。それが「道得道不得なり」という言葉の意味であります。

　「余仏道の観音は、ただ十二面なり、雲巖しかあらず」、ほかの仏道で問題にしている観世音菩薩は、たとえば十二面観音というふうな仏道を頭に描いて、その仏道に相当する人格が、とてつもない力があって、われわれを助けてくださるというふうな考え方をしている。ただ、「雲巖しかあらず」、雲巖禅師はそういう理屈に合わない思想では満足できなかった。

　「余仏道の観音は、わずかに千手眼なり、雲巖しかあらず」、ほかの仏道の立場における観世音菩薩は、観世音菩薩は手が千本あるとか、眼が千個あるとかいうふうな理解の仕方をしている。「雲巖しかあらず」、雲巖禅師はそういうふうな考え方では満足しなかった。

　「余仏道の観音は、しばらく八万四千手眼なり、雲巖しかあらず」、ほかの仏教の教えの中では、観世音菩薩はとりあえず八万四千というふうな、とてつもなくたくさんの多くの手を持ち、とてつもなく多くの眼を持っているというふうな考え方が説かれているけれども、「雲巖しかあらず」、雲巖禅師はそういう理屈に合わない考え方で満足できなかった。

　「なにをもてかしかありとしる」、どうしてそういう違いがあったかということがわかるか。

　「いはゆる雲巖道の大悲菩薩用許多手眼は、許多の道、ただ八万四千手眼のみにあらず」、雲巖禅師が問題にしていたのは、千とか八万四千とかいうふうに数で表現できるような問題を取り上げて考えていたわけではない。「許多」という言葉は無限の数を意味する。だから八万四千程度のわずかの数字では「許多」という言葉と違う。

　「いはんや十二、および三十二三の数般のみならんや」、まして十二面観音とか、三十二僧とか三十三僧とかいう形で観世音菩薩のことが説明されているけれども、そういうわずかの数字のものではなしに、宇宙全体にみなぎっている原則だというのが、「いはんや十二、および三十二三の数般のみならんや」、数で数えられる程度の種類ではない。宇宙全体にみなぎった、宇宙のすべてだ。観世音菩薩と宇宙のすべてとが同一のものを表現しているという主張であります。それが雲巖禅師の観世音菩薩に対する考え方だった。

　「許多はいくそばくといふなり」、それで「許多」という言葉の説明をされて、「許多」というのは幾つというふうに数えることのできない無限を意味している。

　「如許多の道なり、種般かぎらず、種般すでにかぎらずば、無辺際量にもかぎるべからざるなり」、そうして「如許多」という言葉には数え切れない無限の意味がある。だから「如許多」という言葉を使った場合には、種類とかいうふうな区別をする立場ではない。それが「種般かぎらず」、種類で限定するという考え方ではない。「種般すでにかぎらずば」、種類が無限定であるということは、「無辺際量にもかぎるべからざるなり」、無限の大きさだというふうな表現もまだ宇宙全体を表現するためには狭過ぎる。

だから道元禅師は、無限といってみても、まだ限定がある。無限以上の領域が仏道の世界であり、宇宙の領域であると、こういう理解の仕方をしておられるわけであります。

　「用許多のかず、その宗旨かくのごとく参学すべし」、そこで、たくさんの手や眼を使ってという形で、たくさんのものを使うという数の表現があるけれども、その中心的な意味はここに述べたとおりだというふうに勉強すべきである。

　「すでに無量無辺の辺量を超越せるなり」、その点では、「無量」とか「無辺」とかいう言葉があるけれども、そういう無量とか無辺とかいうふうな考え方もやはり限定があるという理解ができるけれども、そういう一切の限定を乗りこえた世界である。

　そういうところがどこにあるかというと、先ほどやった坐禅の中にある。坐禅をしているときには、単にこのドーゲンサンガの坐禅室に坐っているだけではない。東京都内に坐っているわけではない。日本の国の中に坐っているわけではない。地球の上に坐っているわけではない。宇宙全体の中で坐っているというのが坐禅のときの実感。で、そういう立場で哲学を考えるべきだというのが釈尊の教え。

　だからそういうふうな考え方で、釈尊のお説きになった教えというのは、地球上にあり得る一切の哲学の中の究極に到達しているという性格があるわけであります。だからそういう意味で、釈尊の教えが二十一世紀になると、世界の各国でどうも勉強する価値がありそうだということに気がついて勉強が始まっているというのが今日の実情であります。

　

　そこで六七ページのところへいきますと、

　「いま雲巖道の、許多手眼の道を拈来するに、道吾さらに道不著といはず、宗旨あるべし」、そこで雲巖禅師は、「許多手眼」、無限といってもいい手や眼という言葉を取り上げて議論をしたけれども、「道吾さらに道不著といはず」、道吾禅師はそれは言葉が足りないということはいわなかった。「宗旨あるべし」、恐らくそれなりの考え方を持っていたのであろう。

　「雲巖・道吾は、かつて薬山に同参の斉肩より、すでに四十年の同行として、古今の因縁を商量するに、不是処を剗却し、是処は証明す」、その点では、雲巖禅師と道吾禅師とは兄弟弟子であって、薬山惟儼禅師のところで仏道修行をした。それが「雲巖・道吾は、かつて薬山に同参の斉肩より」、「斉肩」というのは肩を等しくするという字でありまして、同じような力を持った仏道修行者であった。「すでに四十年の同行として」、二人は非常に仲が良かったとみえて四十年間一緒に仏道修行をしていた。

　「古今の因縁を商量するに」、そうして昔から今日に至るまでさまざまの仏教哲学を説明する物語があるわけであります。「因縁」というのはいわゆる公案と呼ばれるような物語で、仏教哲学を説明するためのわかりやすい短い物語が「公案」と呼ばれ、「因縁」と呼ばれているわけでありまして、そういう物語を、「商量するに」、議論をしながら考えてみるに。

　「商量」という字がなぜ議論をするという意味を持つかというと、商売というのは売り手と買い手とある。それと同じように、質問する人と答える人とがあって問題を考えるということが「商量」という言葉の意味になるわけであります。「不是処を剗却し」、お互いに議論をして、間違っているところはえぐり取って削ってしまった。「是処は証明す」、正しいところは、これは正しいというふうな証明をした。

　だから仏教という教えは、実践が大切でありますが、実践を基礎にした哲学。だから哲学的な議論がなければ仏教の価値はない。私は勉強しない。哲学的な価値がなかったら私は仏教を勉強しない。そんなつまらない思想というものは相手にしたって始まらない。

　釈尊の教えがなぜ尊いかというならば、理論を徹底的に詰めて、これ以上の理論はないという断言ができるような思想水準に到達したというところに釈尊の偉さがある。で、そういう偉さというものは後の人類のほかには見当たらない。だから龍樹尊者といえども釈尊がおられなければ仏道はわからない。道元禅師といえども釈尊がおられなければ仏道はわからない。

　そういう立場で仏教というものが出来上がっているというふうなことが大切でありまして、その点では、雲巖禅師も道吾禅師も議論に議論を重ねて、これが本当だ、これは嘘だというふうなことを、間違ったものは取り除き、正しいものは正しいという証明をした。それが「不是処を剗却し、是処は証明す」。

　「恁　しきたれるに、今日は許多手眼と道取するに、雲巖道取し、道吾証明する、しるべし、両位の古仏、おなじく道取せる許多手眼なり」、そのような議論を二人で長いことやってきたけれども、「今日は」、この例では、「許多手眼と道取するに」、観世音菩薩の手が千本ある、眼が千個あるというふうな問題について議論をして、「雲巖道取し、道吾証明する」、雲巖禅師が意見を述べた、道吾禅師がそれは正しい理解だという証明をした。「しるべし、両位の古仏、おなじく道取せる許多手眼なり」、だからお二人の仏道の真実を得た方々が同じように意見を述べた無限の手、無限の眼というものの意味である。

　「許多手限は、あきらかに雲巖道吾同参なり」、無限の手、無限の眼というものについて、雲巖禅師も道吾禅師も本当の意味が体験的にわかっていた。単に頭の中で理解をしたということではなしに、自分の体験を通して無限の眼、無限の手というものはどういうものかということを実感しておられた。

　「いまは用作　を道吾に問取するなり」、そこで、どういう働きをしているかということをこの物語の中では道吾禅師に質問した。

　「この問取を、経師・論師、ならびに十聖・三賢等の問取にひとしめざるべし」、この雲巖禅師のどういう役に立つのかという質問は、「経師・論師」、経典だけを勉強している師匠、あるいは経典の注釈だけを勉強している論師と呼ばれる師匠、「ならびに十聖・三賢」、「十聖・三賢」というのは、仏道修行の中に菩薩としての仏教の勉強の仕方があるわけでありますが、その菩薩としての仏教の勉強の中には十聖・三賢というふうな境地がありますから、「十聖・三賢等」という言葉で菩薩としての仏教の勉強を指しておりますが、そういう立場からの質問と同じだというふうに理解すべきではない。

　「この問取は、道取を挙来せり、手眼を挙来せり」、この質問は、本当の意味で真実を説明するというふうな問題を取り上げている。具体的な手、具体的な眼がどんな意味を持っているかというふうな問題を取り上げている。

　「いま用許多手眼作　と道取するに、この功業をちからとして成仏する古仏新仏あるべし」、だから、雲巖禅師と道吾禅師が観世音菩薩はたくさんの手を持っていったい何をしているんだろうかと、こういう議論をしておられるけれども、その議論を聞いて、「この功業をちからとして」、お二人が観世音菩薩についてこういうことではなかろうかという議論をし、解釈をしていることを、それを勉強したほかの仏教僧たちも力にして、「成仏する古仏新仏あるべし」、過去においても真実のわかった人がいたであろうし、現在でも真実のわかる人がいるであろう。

　「使許多手眼作　とも道取しつべし」、そこで、「無限の手や無限の眼を使っていったい何をしているのか」という表現もこの場合に当てはまるであろう。

　「作什　とも道取し、動什　とも道取し、道什　とも道取ありぬべし」、その点では、何をするのかというふうな表現もあれば、何を動かすのかというふうな表現もある、そうしてどういうことを主張するのかという表現もある。

　こういう形でお二人の方の問答を説明しておられるわけであります。

　そうしてさらに六九ページのところにいきますと、

　「道吾いはく、如人夜間背手摸枕子」、道吾禅師は人が寝ているときに枕がはずれたと、眼は覚めないんだけれども無意識のうちに手を背中に回して枕を見つけるのと同じような働きが観世音菩薩の働きだという説明をした。

　「いはゆる宗旨は、たとへば人の、夜間に手をうしろにして、枕子を摸索するがごとし」、そこで、この言葉が意味しているところは、別の言葉でいうならば、「人の、夜間に手をうしろにして」、人間が夜手を背中に回して、「枕子を摸索するがごとし」、枕を本能的に見つけるのと同じような働きだという意味である。

　「摸索するといふは、さぐりもとむるなり」、「摸索」という言葉を日本語で説明して、「さぐりもとむる」という意味である、手探りで見つけるという意味である。

　「夜間はくらき道得なり、なほ日裏看山と道取せんがごとし」、そこで、「夜」という言葉で暗いという意味を表しているけれども、何も暗いことが常に必要なわけではない。「なほ日裏看山と道取せんがごとし」、太陽がさんさんと照っているときに山を見ているのと同じような状況だという表現をとって差し支えない。だから夜間とか暗いということは、たまたまそのときの条件として使われた言葉であって、別の立場でいうならば、太陽がさんさんと照っているときに山を眺めている場合でも同じような理論は主張できる。

　「用手眼は、如人夜間背手摸枕子なり、これをもて用手眼を学すべし」、そこで、手を使う、眼を使うという働きが、人が夜寝たときに手を背中に回して枕を見つけるのと同じような働きを持っているというふうな主張を考えて、「これをもて用手眼を学すべし」、われわれの手の働き、われわれの眼の働き、あるいは観世音菩薩の手の働き、あるいは観世音菩薩の眼の働きがどういう内容を持ち、どういう意味を持っているかということを勉強すべきである。

　このことは何を意味するかというと、仏教では行ないというものを貴ぶ。頭で考えていることよりも、あるいは事実を眺めているよりも、自分の体を動かして何かをするというところに人生の価値があるという主張が仏教哲学の基本にあるわけであります。われわれが坐禅をするのはなぜかというと、坐禅は最も単純な動きのない動作、行ない。だからそういう単純な行ないを経験することによって行ないがどういうものかを実感できる。それが坐禅を通じて得られるところの仏教哲学の基礎であります。

　したがって、「これをもて用手眼を学すべし」、眼を使ってどんな働きをするのか、手を使ってどんな働きをするのかを勉強すべきである。

　「夜間を日裏よりおもひやると、夜間にして夜間なるときと検点すべし」、そこで、夜というものを明るい太陽のもとで考える場合と、夜自分がすでに寝ていて無意識に枕を見つけるというふうな実情と両方を考えて事態を勉強すべきである。現実離れのした想像をしているだけではなしに、自分自身の日常生活の動作の中でこういう問題は考えてみるべきである。それを、「夜間を日裏よりおもひやると」、夜を太陽が照っているときに想像する場合と、自分自身が眠くて眠くて眠りこけてしまって枕がはずれたときにどういう動作をするかという現実の実情と比較しながら勉強すべきである。

　「すべて昼夜にあらざらんときと検点すべきなり」、その点では、昼だとか夜だとかいう限定なしに、どんな場合でもこの世の中の現実の実情というものは変わりのないものであるし、また、それなりの意味を持っているということを勉強すべきである。

　「人の模枕子せん、たとひこの儀すなはち観音の用手眼のごとくなる会取せざれども、かれがごとくなる道理、のがれのがるべきにあらず」、だからここで雲居禅師と道吾禅師とが人が寝たときに枕を見つけるような態度で観世音菩薩の働きというものを説明しているけれども、そのような表現というものは、理解ができなくても、そういう事実があるといことは否定できない。それが「この儀すなはち観音の用手眼のごとくなる会取せざれども」、観世音菩薩が手を使い眼を使っている実情と同じかなあ、どうかなあといって疑問が出て理解ができないようなことがあるかもしれないけれども、「かれがごとくなる道理」、お二人の方がいっておられるような実情がわれわれの人生にはある、現実の世界にはある、地球の上にはある、宇宙の中にはあるということを勉強すべきだ。それは否定できない。「いやあ、そんなおかしなことがあるものか」といって人間がそういうものを否定しても、存在する事実は否定できないと、そういうことをいわれているわけであります。

　「いまいふ如人の人は、ひとへに譬論の言なるべきか」、だから「たとえば人が」というふうな言葉で述べているけれども、これはけっして譬え話をしているわけではない。人間の実生活における実情だ。

　「またこの人は、平常の人にして平常の人なるべからざるか」、この人は普通の人のように見えるけれども、特別に偉い人かというと、そうではない。偉い人も偉くない人も、寝ているときに枕がはずれれば、本能的に枕を見つけるというふうな性質を持っている。だからそこで、「またこの人は、平常の人にして平常の人なるべからざるか」、普通の人なのか、普通の人ではないのかというふうな問題も考えてみるべきである。

　「もし仏道の平常人なりと学して、譬諭のみにあらずば、摸枕子に学すべきところあり」、そこで、この例に使われている人は、ごく普通の人ではあるけれども、譬え話ではないということがわかってくると、この枕を見つけるというふうなことの実情が勉強できるものである。

　「枕子も咨問すべき何形段あり」、枕というものについても、現実の枕というものがどんなものかということについては、いろいろ疑問を持って勉強するだけの内容が含まれている。

　「夜間も、人天昼夜の夜間のみなるべからず」、そうして夜といってみても、人間界や天上界の世界で考えられているような昼、夜という違いの中の夜だけではないであろう。

　「しるべし、いま道取するは、取得枕子にあらず、牽挽枕子にあらず、推出枕子にあらず」、ここで夜手を背にして枕を見つけるという言葉が使われているけれども、「しるべし、いま道取するは、取得枕子にあらず」、枕というものを自分が取るというふうな表現ではない。枕というものを引っ張ってくるというふうな表現でもない。枕を押し出すというふうな表現でもない。だから人間が眠りこけたときにどんな動作をするかという人間生活の中の真実を説明している。

　「夜間背手摸枕子と道取する、道吾の道底を検点せんとするに、眼の夜間をうる、みるべし、すごさざれ」、その点では、この夜手を背にして枕を見つけるという言葉の中で、「道吾の道底を検点せんとするに」、道吾禅師がどんなことをいっているかということを調べた場合に、「眼の夜間をうる、みるべし、すごさざれ」、眼というものがあればこそ夜がどんなものかがわかる。だから眼と夜というものとは相互関係であって、そのことは、人間の心があるから外界の世界がわかるし、外界の世界があるから人間の心がわかるというふうな相互関係だ。そこで「眼の夜間をうる」というのも、眼というものがあればこそ夜が何かがわかってくる。夜と昼との違いがあればこそ眼が役に立つ。そういう関係を、「みるべし、すごさざれ」、実際に経験して、経験せずに通り過ぎるということをすべきでない。

　「手のまくらをさぐる、いまだ剤限を著手せず」、その点では、手が枕を見つける、これについても限界というものはない。実にさまざまの情景があり、さまざまの例があるであろう。

　「背手の機要なるべくば、背眼すべき機要のあるか」、手を背中に回すということが大切であるならば、眼を背中に回すというような大切なこともあるのかどうか。

　これは、「ある」というふうに表現して差し支えないと思います。つまりどういうことを意味するかというと、人間というものは眼に見たときだけすべてがわかるわけではない。私は向こうの坐禅堂で入口が見えないような方向で坐っておりますが、ふだん坐禅をするときに誰が入って来たかというのは足音とか戸の開き方とかでわかる。だから眼で見なければわからないというものではけっしてない。そういう働きが人間にはあって、そういう人間の働きをここでは説明しているわけであります。

　単に眼で見るものだけしかわからないというふうな立場が哲学上何を意味するかというと、唯物論。眼で見えたものしか信じないという立場が唯物論の立場。

　ルネッサンス以降、十九世紀まではその唯物論の哲学が非常に盛んだった。人類そのものの哲学が全部唯物論になってしまうかという心配があるほどだったけれども、唯物論が頂点に達したときに人類は「おかしいぞ」という考え方を持ち始めた。だからその点では、人類がいかに優れた生物であるかということは、人類が今日までたどってきた歴史を振り返ってみるとわかるというふうな面があるわけであります。

　そこで、「背手の機要なるべくば、背眼すべき機要のあるか」、手で枕を見つけるというのが大事であれば、眼で後ろが見えるというふうなことも大事ではなかろうかという意味であります。

　「夜間をあきらむべし」、夜というものがどんなものかもはっきり理解すべきである。

　「手眼世界なるべきか、人手眼のあるか、ひとり手眼のみ飛霹靂するか、頭正尾正なる手眼の一条両条なるか」、「手眼世界なるべきか」、夜というものを勉強してみるべきだ。夜というものが手とか眼とかいう人間の働きだけの存在なのか。「人手眼のあるか」、人の手、人の眼というふうな人間そのものの中にこの世の中があるのか。「ひとり手眼のみ飛霹靂するか」、手や眼だけが独立して自由に動き回っているという理解が正しいのか。「頭正尾正なる手眼の一条両条なるか」、その点では、最初から最後まで具体的な手や耳が一つ二つというふうにたくさん存在しているのか。

　だからこういうふうな表現は、それぞれ哲学的な立場を代表させて、どれが正しいのかというふうな問いかけをしておられるわけであります。

　「もしかくのごとくの道理を検点すれば、用許多手眼はたとひありとも、たれかこれ大悲菩薩、ただ手眼菩薩のみきこゆるがごとし」、そこで、もしこのような形で問題を考えていくと、「用許多手眼はたとひありとも」、多数の手や眼を使うというふうな事実はあるけれども、「たれかこれ大悲菩薩」、観世音菩薩というのはいったいどういう人なんだろうか。「ただ手眼菩薩のみきこゆるがごとし」、手の働き、眼の働きがあるだけだ。

　だからそういう点で道元禅師も道吾禅師や雲巖禅師と同じように観世音菩薩に対する信仰について理論的にどうしたら納得がいくかという苦心をしておられた。だから観世音菩薩という方がおられるよりは、人間の手の働きが観世音菩薩のような優れた働きをすることができる、人間の眼が観世音菩薩と同じような優れた働きをすることができるというふうな理解をされて落ち着いたということがいえるわけであります。その事情を、「たれかこれ大悲菩薩、ただ手眼菩薩のみきこゆるがごとし」。

　「恁　いはば、手眼菩薩用許多大悲菩薩作　と問取しつべし」、こうなってくると、手や眼という神秘的な働きをするものがある。手や眼のような神秘的な働きをするものが、「許多大悲菩薩ヲ用テ作　」、たくさんの観世音菩薩を使っていったい何をしておられるのかという質問の仕方もある。

　「しるべし、手眼はたとひあひ罣礙せずとも、用作　は恁　用なり、用恁　なり」、そうして手や眼は仮にお互いに邪魔をするというふうなことはない。手は手で働く、眼は眼で働くというふうなことがあるかもしれないけれども、「用作　は恁　用なり」、何をしているかという言葉の意味は、何かをやっているという意味でもある。「用作　は恁　用なり」、何をやっているかという言葉は、このような役に立っているという意味でもある。「用恁　なり」、言葉では表現できない役に立っていると、こういう意味だ。

　「恁　道得するがごときは、徧手眼は不曽蔵なりとも、徧手眼と道得する期をまつべからず」、そこで、このような形で議論が進んでくると、「徧手眼は不曽蔵なりとも」、この宇宙全体が手のような働きを持っており、眼のような働きを持っているということは明々白々とした事実だけれども、「徧手眼と道得する期をまつべからず」、手がすべてだ、眼がすべてだというふうなことを述べる時期を待つ必要はない。これは待つ、待たないにかかわらず厳然たる事実だ、宇宙そのものがそういう働きをしている。

　「不曽蔵の那手眼ありとも、這手眼ありとも、自己にはあらず、山海にはあらず、日面月面にあらず、即心是仏にあらざるなり」、そこで、「不曽蔵の那手眼ありとも」、明々白々とした手の働き、眼の働きがある。そうしてこの具体的な手があり眼があるけれども、「自己にはあらず」、自分の手、自分の眼というだけではない、宇宙の手であり、宇宙の眼である。宇宙全体が神秘的ともいうことのできるような働きをしている。そういう宇宙の働きというものは、「山海にはあらず」、山の働き、海の働きというふうな限定したものではない。「日面月面にあらず」、太陽の姿、月の姿というふうな限られたものではない。「即心是仏にあらざるなり」、現在の心が真実だというふうな言葉でも言い尽くすことができない。そういう現実があるということ。

　だから釈尊の教えは実在論。現実がこの世の中だという主張にならざるを得ないわけであります。この主張は『正法眼蔵』の中で初めて出て来る。だから、こういう実在論の哲学というものは今日の仏教の立場ではほとんど理解されないから、道元禅師の思想というものは非常に価値がありそうだけれども意味がわからないというのが普通の取り扱い方。

　ただ、二十一世紀になると欧米の哲学が進んできたから、『正法眼蔵』が何をいっているかが欧米の論理を使って理解できるような時代が来た。だからもう人類は何々人種、何々人種という形で分かれていない。地球上の全人類が一つの文化にまとまるためにどんどん、どんどんと人類の歴史が進んでいる。イスラムの人間主義の文化に対する反逆も歴史の一コマでしかない。時間が経てば必ず解決する問題。人類の将来に悲観をする必要はない。楽観的に考えて、一所懸命努力して、早く世界がいい世界になるようにという努力をすべきだ。

　今日では非常に悲観的な意見が好まれるから、「いやあ、イラクであんなゴチャゴャやっているけど、どうもうまくいかないんじゃないか」というふうなことで、「うまくいかなればアメリカは困るだろう」というふうな考え方もあるし、「武力を使うのはとにかくよくない。平和にいけ、平和にいけ」というふうな考え方も、いろいろあるけれども、現実はたった一つしかない。その現実をはっきりと見て、その現実に従っていきていくことが人間の最高の生き方。

　だからそういう意味で、現実がどういうものかということを教えてくれるような力を「観世音菩薩」という名前で呼んだということがいえるのかもしれないというふうな形で、この「観音」の巻というものは解説がされているわけであります。

　ですから仏教を勉強していく上において、理論に合わないことを信じてはいかんと、これは大事な教え。オウム真理教がなぜおかしいかというならば、理論に合っていないから、科学思想に反しているから。そんなおかしな教えは信じてはいけない、信じないということが人間の義務。

　ところが、逆に、「いやあ、そういう理屈ばっかりいうのは、思想が浅い。理解のできないことの中に価値があるんだ。だから信じなさい。信じなさい」というような教えもあるけれども、二十一世紀になるとそういう水準の低い思想では人類は満足しない。満足しない程度に人間は正直になってきた。正直になってきたから、今日のさまざまの世界の問題もあるわけだけれども、それは人類がさらに次の時代に進んでいくための過程でしかないと、そういう見方ができるのではないかというふうな見方をしているわけであります。

　それでは、いつもより少し時間が過ぎましたが、ここで話のほうをとめまして、またご質問を受けるということにしたいと思います。何かありましたらどうぞ。

　問　　いまのたいへん熱のこもったご説明を聞きまして、こういう質問をするのもちょっと気が引けるんですけれども。この観世音菩薩につきましては、最初の文章の「大意」というご老師がおまとめになっているところで、観世音菩薩、観音様というと、いわゆる慈悲心の象徴と、普通われわれはそう取りますね、それからもう一つは宇宙の盲目的な生命力の象徴と、こういうふうなとらえ方で観世音菩薩ということに入られているんですけれども。

　それにしても、「用許多手眼作　」という質問に対して、「如人夜間背　手摸枕子」という答えは、従来の観音様に対する認識と非常に落差が大きいということで、なんか違和感があるし、まあ道元禅師もいまご説明のあった六九～七〇ページで、どうもそういうことで納得できない人もいるかもしれないがとおっしゃっていますね。

　どうもこの「如人夜間背手摸枕子」というのは、観音様、これは宇宙の働きとしてもいかにも弱々しい、頼りないというふうなとらえ方をする方も、まあ私はそうなんですけれども、あるんじゃないかと思うんですね。

　それで、いまお話を伺っていて、一部は、ああ、こういうことなのかということで、全部は理解できませんけれども、そうすると、「如人夜間背手摸枕子」というのは、観音様、観世音菩薩、あるいはそれを宇宙という名前で呼んでもいいと思うんですが、それを衆生を救おうとする、本能的で無意識な働き、無限の働きという理解でよろしいんですか。もともとこの言葉について釈然としなかったので。

　答　　その点ではね、宇宙そのものは自分を救う力を持っている。だから人類そのものも宇宙の中の一部だから、人類そのものが人類を救う能力を持っているということです。「いやあ、そんな楽観論を述べちゃ困る。イラクの状況を見てごらんなさい。イスラムのテロリズムのことを見てごらんなさい」という意見もあるけれども、何万年か前に人類が真っ暗闇の中で裸で震えていたときに比べると、二十一世紀の現状はちょっとよくなっている。人によっては「いやあ、寒さで震えていたほうが人間らしくてよかった」という意見もあるかもしれないけれども。二十一世紀になるとわれわれは比較的わずかの金銭で衣服を買うことができて、それをまとって生活できているなんていうことは実にありがたいこと。

　だからそういう点では人類そのものがちょっとずつ進んでいる。なぜ進んでいるのかということについては、宇宙の中にそういう性格があるとしか思えない。なぜ進むかということについて、人類がもうどんどん、どんどん苦しい方向に、破壊の方向に進んで行く可能性もあるわけだけれども、何万年もの歴史を眺めてみると、人類の環境はちょっとよくなっている。ほんのわずかずつよくなっている。それが人類の歴史の方向だから、その宇宙の実情というものを信ずるべきだというのが仏教の教えです。

　「そんな楽観論はだめだよ。大いに心配をして、もうだめだ、もうだめだ。アメリカの政権がだめになるんじゃないか。世界がもっと混乱して始末がつかなくなるんじゃないか」と。なぜそういう思想が日本の国に盛んかというと、だめなのは俺だけでないということを実感したい。各人が本当に自分の生活に自信を持って一所懸命生きていれば、「世界がよくなる、世界がよくなる」という自信が持てる。

　自分自身の生活が、もうちょっと頑張らなきゃいけないんだけれども、どうもそういきませんという形で生きている場合には、人間の生活、自分の生活が惨めに見える。そうすると、「こんなことでいいのかなあ、こんなことでいいのかなあ」という毎日の生活をしていて、だめな状況が出て来ると、「だめなのは俺だけじゃなかった」といって安心する。そんなお粗末な人生では、人間として生きているというふうにいえない。

　いや、こういうことをいうとよくないから、まああんまりいい過ぎないようにするけれども、そういう事情がないとはいえない。

　だから日本の国の国情などを見てみても、新聞の論調を見ても、「もうだめだ、望みがないぞ、悪くなるぞ」という考え方のほうがはるかに多い。地球が温暖化してくると人類の将来は危ないというふうないろんな意見があるけれども、人類というものは不思議に、困った問題は全力を挙げて解決して今日まで来ている。人類はそれだけの努力をして困った環境を悪くしないようにというだけの力を持っているというのが今日までの歴史の過程です。

　だからその点で、「いやあ、いままではうまくやったけど、今度はだめだよ」という希望はあるかもしれないけれども、そんな希望が地球の上で実現するかどうかはなってみなければわからない、ということではなかろうかというふうな見方をしております。

　だからそういう点で、人生問題を考える場合にも、いろいろな立場がある。夢のように考えて、「もう地球上はだめだから、天国へ行って暮らしましょう」という考え方もある。それからまた「もうどうせだめなんだから、諦めて、でたらめをやりましょう」という考え方もある。

　釈尊の教えは、「けっしてだめだとはいえないから、一所懸命一日一日努力しましょう」というだけのこと。普通そんな考え方は嫌いなんです。「いやあ、毎日努力するなんて嫌なこった。ぼんやり寝ていても幸せが来るように」というのが人類の願いだけれども、宇宙はそう出来上がっていないというのが釈尊の教え。宇宙は現実だから、現実を勉強して、どうやったら幸せになるかを考えて努力すべきだ、それ以外に人間は幸せになる道はないと、こういう主張です。

　「いやあ、それは困る。観世音菩薩が出て来て助けてくれなきゃ困る」（笑）ということもあるかもしれないけれども、道元禅師や雲巖曇晟禅師や道吾禅師が観世音菩薩についてなぜこんなふうにいろいろと考えざるを得なかったかというと、少なくともこの三人の方は合理主義者で、理屈に合わないことを認めない。仏教の勉強に熱心であったから、そういう合理主義の立場を貫くことができた。だから観世音菩薩についても納得のできるような解説が得たいということでいろいろと苦心をした結果、道元禅師が書かれたような観世音菩薩の見方が出来上がったわけです。

　だから私は正直いうとこの「観世音菩薩」の巻を読んで非常に嬉しかった。というのは、お寺に行って十二面観音を拝んだところで、まあこれも小さい声でいわなきゃいけないけれども、（笑）そうありがたいとは思わない。昔からいろんな方が両手を合わせて拝んではおられるだろうけれども、本当にそういうふうにありがいものかどうかなあというふうな考え方を持っていたから、この「観音」の巻を読んだときに、なるほど、中国の祖師方も観世音菩薩の問題をどう理解するか苦心惨憺しておられた。道元禅師もその問題に苦心惨憺しておられた。だから道吾禅師と雲巖禅師との問答を読んで、「ああ、これでわかった」と道元禅師も喜びを感じられたから、この「観音」の巻をお書きになったんだと思う。

　二十一世紀はもうそういう時代に来ているんです。それはなぜかというと、まあこれも大きな声ではいえないけれども、キリスト教信仰の凋落というのはもう非常に眼に見えるものです。つまり、欧米の文化水準からすると、神というものがこの宇宙以外にいるという考え方がとれない。だからそういう時代になって、では本当の教えは何かということで人類が苦心惨憺している。

　そのときに、私の正直な印象をいえば、唯一の解決策は釈尊の教えです。釈尊の教えによって宇宙がどういうものかということを勉強することによって、宇宙の中には神秘的な働きがある。理屈に合わない働きではないけれども、なぜこんなことがあり得るのかというふうな神秘的な事実というものが宇宙の中にある。そういうものに気がつくということが必要であって、そういう形で一切のものを割り切ることのできる時代が来た。

　釈尊の教えがなければ一切のものは割り切れない。釈尊の教えを勉強したときに初めて、一切のものを理論的に究め尽くすだけの力を釈尊の教えが持っている。そういう教えが二千数百年前に人類にすでに与えられていることは非常にありがたいこと。

　だからそれに対して欧米の文化が古代からギリシャ・ローマの時代を経て、理性を通して、理論を通して仏教に近い哲学に積み上がってきているということが人類の幸せにとっては非常に大きなこと。だから基本的な原理と科学的な探究とが出会う時期が近いというのが人類の現状だと思います。

　だからそういう点では、人類というものはけっして悲観すべきではない。たいていの人が楽観したくないのは、楽観すると努力しなきゃならないから。悲観していれば努力しないでいい。「もうだめだ、もうだめだ。どうせだめなんだから、一杯飲んで寝ちまえ」という考え方で生きることはできる。だけども、「望みがあるぞ。将来はいいぞ」ということになれば、「じゃ俺も一所懸命やらなきゃならん」と、こういう責任が出て来るから、「いやあ、それは困る。どうせだめなんだから、生きている間楽しんで、ハイ、さようならが一番いいんだ」というふうな考え方になるかもしれないけれども、人類というのはそういう粗末なものじゃないというのが私なんかの印象だということになります。

　どうも最近はあんまりいい過ぎるなあ。（笑）

　問　　本日のご提唱の中で、雲巖禅師が正しく観音菩薩の理解をされて、その一方で、「余仏道」という言葉がありましたけれども、仏教教団の中でも正しく理解していない教団といいますか、教えがあるというお話なんですが、その中でご老師が龍樹尊者の『中論』と『正法眼蔵』が最も正しく釈尊の教えを伝えられているものだというお話をされているわけですね。

　その一方で、大乗仏教の学派といいますか、いわゆる中観派と唯識派で、龍樹尊者の『中論』というのは、漢訳では正しくなかったけれども、原本を読むと非常に真実であるといったお話を以前からされているわけですね。

　たとえば弥勒とか、そういったような唯識派の『摂大乗論』とか、またいろんな論がありますけれども、それも漢訳では正しい理解ではないけれども、たとえば原本を読むと、それは龍樹尊者の『中論』がそうであったように正しく釈尊のお考えを伝えられているというような認識をしてはいけないんでしょうか。

　答　　私はね、残念ながらそういう考え方を持っていないんです。それはどういうことかというと、『中論』を実際に読んで、ダールマー・キルトーとかチャンドラ・キルティーの解説を読むと、余分な説明が後世に生まれたという見方です。正しくない解釈が後世に生まれた。だから龍樹尊者の『中論』というものの本当の理解がそういう後世の説明によって雲がかかってしまっていると、そういう見方をしています。

　だからそういう点で、思想の真実というものは時代の前、後ということは関係がない。つまり、二世紀、三世紀頃に説かれた真実が、その後の時代によって、本当のものが説明が多くなったために消えてしまっているということが事実としてあるように私は見ています。

　やっぱりそういうことをいっちゃいけないんだなあ。（笑）人類の知識というのは年々進んでいかなきゃいけないんだから、過去の思想水準の高い時代があって、それが消されてしまっているから、もう一度本当の教えを掘り出さなきゃならんというふうに私は感じています。仏教そのものがそうだ。

　それはもう『中論』の本を読んだときに、もう始めから終わりまで実在論ですよ。だから「無自性空」なんていう説明をして、この世の中には実体がないんだというふうな思想は『中論』の中には一個所も書いていない。

　そんな説明が後世に生まれたということは、なぜ生まれたかというと、理性と感性を中心にした思想の哲学の中だけで哲学が行なわれていて、実践の世界に入っていない。釈尊の教えは二つの哲学を主張したわけ。理論的な思考の世界と実践の世界と二通りの哲学が成り立つ得るということをいわれたのは、釈尊が唯一の存在です。

　だから世界の文化の中で実践の哲学というものを釈尊のように正面切ってお説きになった方というのは一人もいない。だからそれの教えがわずかに伝わって今日まできているということが仏教の価値だということになります。

　で、現在の仏教の価値がどうなのかというと、今日のたとえば仏教学の立場というものは、理論の世界から出ていません。実践の世界に出ていない。そのことは仏教の世界に入っていないということ。これもまあ極端過ぎるけれども、私はそう思っています。だから実践の世界に入って初めて釈尊の世界に入れるわけです。だから道元禅師がそのことを繰り返し主張しておられるということになります。

　だからそういう立場での仏教の勉強の仕方というものはやっぱり地球の上に生まれていいんではないかと思う。それが日本の世界で行なわれない場合に、逆に外国で生まれるかもしれないという可能性もあるように思います。

　だからその点では、世界全体の哲学水準が上がってきているんだから、もう思考の世界だけの哲学ではなしに、実践の世界に入って行く時代が来ていると思います。

　問　　ありがとうございました。

　問　　この「観音」の巻ですが、先ほどの質問した方もいっていたんですけど、日本人から見ますと、非常に観音様のご利益といいますか、霊験あらたかで、摩訶不思議ということを期待するわけなんですよ。

　ところが、論理的な面で外国人から見ると、観音というのはこういうことですと、この「観音」の巻は、外国人の方々が教えられていて、こう見ていますと、非常に納得して、合理的じゃないでしょうか。かえって日本人よりも理解が……。日本人だとびっくりしちゃうわけですね、先ほどの質問者もいったように。ただ理論的に見れば、確かに……。

　答　　その点ではね、欧米の世界において、たとえば精神主義的な宗教を信ずる可能性を持っている人の人数がどのくらいのパーセンテージかということになると、予想以上に低いんではないかと思う。それと同時に、もう小さいときから十分に教え込まれているから、どんなことがあってもそういう宗教的な信仰から離れられないという立場で成長して生きている人もかなりいるということですから、実情は複雑です。

　問　　ああ、やはりね、わかりますね。マリア様の信仰もありますからね。

　答　　うん。だからその点では、そういう問題も含めて世界がゴチャゴチャしているということも、そういうところに一つの原因があるんです。

　問　　そうですね。ありがとうございました。

　それでは、時間がきたようですから、普回向を唱えて終わりにしたいと思います。

普回向　唱和
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